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実施背景と特徴

UCLAで20年の実績（パートナー企業は、Google, IBM, 
Disney, Symantec, AMD, NASA, NOAA, ロス市警など） 国際展開へ

Berlin 2010～
仙台 2018 ～
Singapore  2019 ～

RIPS-Los Angeles (2001~)

G-RIPS-Sendai (2018~)

p ひとつの課題あたり米国人学生2名＋日本人学生2名の数学系大学院生でチームを構成
p 2ヶ月間英語で研究・生活することによる異文化コミュニケーション向上
p パートナー企業が根本的な解決を求めている課題を提示
p 2ヶ月間の有償長期国際インターンシップ
p 数学研究者が企業で働くことのリアリティを知る機会
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中間報告会プレゼン

プログラム実施スケジュール

企業役員らの参加・議論

サイトビジット

最終報告会プレゼン

US学生向け日本語クラス

オープニング



三菱電機-1: ：Construction for incomplete map 
matching based on local and global geometries

三菱電機-2: Multi-objective optimization for best early 
prediction of extreme weather events

NEC: Application of annealing machines to production 
planning optimization

F-MIRAI : Mathematical approaches for mobility 
services in suburban areas

⾛⾏⾞両によって取得した不完全な道路情報をグラフマッ
チングの技術を使って統合・補正する数学的⼿法

極端気象の早期把握・予測のための観測機器配置・制御に
関する多⽬的最適化

⽣産ラインにおける多品種少量随時変化の需要に対応する
組み合わせ最適化問題に対するアニーリングマシンの活⽤

郊外地域におけるスマートシティ実現のための次世代モビ
リティサービスに対する数学的⼿法の構築
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プロジェクト実施課題（2022）



富士通: Enhancing explainability of modern AI

三菱電機-1: Construction of metrics for map matching 
between travel trajectories and map graphs

三菱電機-2: Novel technique to estimate wave spectra 
using ocean HF radar for environmental monitoring

NEC: Automated negotiation for supply chain management

IHI: Mathematics for trajectory extrapolation using vehicle 
and human traffic data toward zero traffic fatalities

不完全地図情報に対するメトリック構築

海洋HFレーダを⽤いた波浪スペクトル推定技術

AI交渉エージェントによるサプライチェーンマネジメント

⾞流・⼈流データの軌跡外挿によるリアルタイム交通制御
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AIの説明可能性の強化

プロジェクト実施課題（2023）



今まで受けてきたどんな教育よりも実践
的な学びでした．まず，企業が今どのよう
な分野に力を入れているかということを知
ることができ，今後技術開発等に関わって
いきたいと考えている学生にはとても魅力
的な研究に携わることができました．

G-RIPSに参加して、チームワー
クの大切さと、多様な考え方、そ
して数学がいかに大切か学びまし
た。今は異なる分野に挑戦できる
と、自信を持てるようになりまし
た。それは、チームワークと数学
的発想によって何かできることが
あると知ったからです。

数学科の大学院生として、G-RIPSに参加する以前の私の研究活動は,ゼミで他の大学
院生や教授の前で発表する機会はあったものの、たいていの部分においては一人黙々
と抽象的な概念の理解と問題の解決に取り組むものだった。G-RIPSにおける研究活
動は多くの点でこのような普段の研究活動とは異なるものだった。そこでは様々な
バックグランドをもつ人々と協力して1つの課題に取り組む必要があり、メタ的なレ
ベルでいえばコミュニケーションスキルやチームワークなど多様なスキルが求められ
ることなった。今回の体験を通して私は自身の夢をより明確に描けるようになった。

G-RIPSの経験は、自分
が今まで経験してきたど
のような短期プログラム
とも異なっていたと思い
ます。プロジェクトがス
ポンサー企業の業務内容
と深くリンクしていて、
とても実践的な経験が積
めたと思いました。 
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G-RIPS Sendai参加学生達の声

このG-RIPS 
Sendaiの経験を
通して、私は応用
数学に対する研究
方法に関して新た
な気づきを得るこ
とができました。



G-RIPS Sendaiのアウトプット

p 研究報告書、プレゼン資料の公開
p 国際会議等での発表
p 学術論文出版
p 大学研究者との本格共同研究
p パートナー企業への就職



https://www.mccs.tohoku.ac.jp/g-rips/g-rips2023.html

G-RIPS Sendai 2023の情報はこちらから


